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〜 持続可能な開発⽬標への取組宣⾔書  〜

【5.05 あらゆる意思決定に、男⼥が平等に参加できる社会へ】

豊かな⽣活を実現させるため、就業規則の⾒直しを実施。休暇制度の強化を
図り、男性、⼥性問わず取りやすい環境づくりを⽬指して⾏くため、「年間
休⽇：平均１２３⽇ → １２５⽇以上」を来期49期までに達成する。

【4.07 SDGｓ達成のために、必要な知識とスキルをみんなに】

SDGs宣⾔するには必要不可⽋な取り組むべきターゲットとなるため、正し
くSDGｓを理解するための教育すすめる。取組初年度となる今期48期は「外
部セミナー」を企画開催。来期以降は社内でのセミナー企画開催も踏まえ、
教育計画を維持管理する。

 宣⾔１：本業に即したSDGsに取り組みます。

 社会からの期待に応える為に重要と考え達成するサス
ティビナリティ戦略として｢和⼼ ビジョン」を制定しまし
た。
 SDGs169のターゲットと関連性を⼀覧化することで本業
に即した「取り組むべきゴール,及びターゲット」が特定さ
れました。

 宣⾔２：具体的な取り組みを全社員で共有。達成を⽬指します。

当社の3⼤重要取組：毎年決算時に⾒直しを⾏い継続的改善活動(=PDCA)を推進する。

【8.05 すべての⼈に、働く喜びと正当な対価を】

安定した雇⽤と豊かな⽣活（給与規定の⾒直し）を実現させるため取組みの
実施を⾏う。定年退職年齢を延ばし、退職⾦制度の⾒直しを⾏い、給与規定
では格差のないものへと変更していくため「定年退職年齢：６０歳 → ６
５歳へ引き延ばし」を今期48期までに達成する。


